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午前九時〇〇分開議

○議長（谷重幸君） おはようございます。

ただいまの出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これから、本日の会議

を開きます。

本日の日程は、お手元に配付のとおりです。

日程第１ 議案第１６号 令和２年度美浜町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

本件について細部説明を求めます。健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） おはようございます。

議案第１６号 令和２年度美浜町国民健康保険特別会計予算について細部説明を申し上

げます。

美浜町国民健康保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億６３，８０８千円で、

前年度と比較して２０，９９１千円の減額、２．１３％の減でございます。人口減少と国

保から後期高齢者医療への移行による被保険者数の減少に伴い、和歌山県に支払う国民健

康保険事業費納付金が減少したことが主な要因でございます。また、保険税率の上昇を抑

制するため基金から２０，０００千円の繰入れを行います。今年度は、保険税の軽減拡大

と賦課限度額の改正が予定されています。

ではまず、歳入からご説明申し上げます。

６ページ、国民健康保険税については、被保険者１，８１９名を見込み、一般被保険者

は１億６３，０５２千円、退職被保険者等は１４３千円で、合計１億６３，１９５千円を

計上しています。前年度と比較して３，６０５千円の増額となってございます。

８ページ、使用料及び手数料の督促手数料は５０千円でございます。

国庫支出金、国庫補助金、国民健康保険関係事業費補助金、社会保障・税番号制度シス

テム整備費補助金１，１２２千円は、マイナンバーカードによるオンライン資格確認等の

導入に向けたシステム改修の補助金でございます。

下段の県支出金、県補助金については、保険給付費等交付金として、普通交付金６億

７５，９２２千円、１０ページ、特別交付金１３，８３０千円、合わせて６億８９，７５２

千円が交付されます。また、財政対策補助金は２，０２８千円でございます。

財産収入、財産運用収入は、基金の預金利子として１８４千円を計上してございます。

一般会計からの繰入金は８４，７０３千円で、前年度と比較して３，１７６千円の減額

でございます。

内訳は、保険基盤安定繰入金、保険税軽減分３１，９４８千円、同繰入金の保険者支援

分１７，２３１千円、職員給与費等繰入金１２，９５６千円、出産育児一時金等繰入金

２，８００千円、財政安定化支援事業繰入金１６，４９６千円、地単事業分３，２７２千

円でございます。

１２ページ、繰入金、基金繰入金２０，０００千円は、保険税率の上昇を抑制するため
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基金から繰入れを行っています。

繰越金は１，０００千円でございます。

諸収入、延滞金、加算及び過料は４０１千円で、一般被保険者延滞金４００千円、退職

被保険者等延滞金１千円でございます。

１４ページ、預金利子は１千円の科目設定でございます。

雑入、一般被保険者第三者納付金３５０千円、退職被保険者等第三者納付金１千円、一

般被保険者等返納金１０千円、退職被保険者等返納金１千円、高額療養費貸付金償還金

１，０００千円、雑入は指定公費受入金１０千円を計上しています。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

１６ページ、総務費、総務管理費、一般管理費は１２，０４３千円で１名分の人件費と

事務経費となっています。

一般管理費の内訳としては職員給料３，６６４千円、職員手当等２，４３３千円、共済

費１，１４２千円、需用費１３０千円、役務費２，７１８千円、委託料１，４０２千円、

負担金補助及び交付金５５４千円を計上しています。

国民健康保険団体連合会負担金は８８５千円でございます。

徴収費の賦課徴収費は９５６千円で、コンビニ収納の手数料やクラウドシステムによる

帳票類の共同印刷などの費用でございます。

１８ページの運営協議会費は１９８千円で前年度と同額でございます。委員９名分の報

酬と需用費を計上しています。

次に、第２款保険給付費の合計額は６億８０，６６５千円で、前年度と比較して３，００７

千円の減額でございます。今年度から退職被保険者がなくなったことが主な要因でござい

ます。

内訳は、療養諸費５億９０，３９５千円、１０ページ、高額療養費８５，５１６千円、

移送費１１千円、２２ページ、出産育児諸費４，２０３千円、葬祭諸費５４０千円となっ

てございます。

第３款国民健康保険事業費納付金の合計額は２億５３，３９１千円でございます。

内訳は、医療給付費分１億８４，２８０千円、２４ページ、後期高齢者支援金等分

５０，４７２千円、介護納付金分１８，６３９千円でございます。和歌山県に納める納付

金でございます。

第４款の共同事業拠出金は１千円を計上しています。

保健事業費は４，１１７千円、２６ページ、高額療養費貸付金は１，０００千円でござ

います。

保健事業費の特定健康診査等事業費は９，４９６千円で、今年度におきましても、雇い

上げた保健師による特定健診未受診者への電話連絡により受診率の向上に努めるとともに、

未受診者に合った受診勧奨の案内を送付する特定健診等受診率向上事業にも取り組みます。

下段の基金積立金は、利子積立金として１８４千円を計上しています。
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２８ページの諸支出金は、保険税その他の還付などに要する経費で、款の合計は８７２

千円でございます。

なお、添付資料として、給与費明細書を添付してございます。

以上で、細部説明を終わらせていただきます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ３ページなんですけれども、国民健康保険税が増額になっている

んですけれども、その理由について、もう少しお聞かせ願いたいなと思います。

それと、先ほど説明があったかと思うんですけれども、１人当たりの平均の徴収額１４３

千円とお聞きしたように思うんですけれども、幾ら当たりと、それから、もう一度人数、

昨年との違いを教えていただけたらと思います。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 森本議員のご質問にお答えいたします。

今、税の増額という話なんですけれども、これ、実は今年の税率なんですけれども、令

和元年度と比較しまして、令和２年度は当町の国民健康保険事業費納付金は約１８，０００

千円減額となります。しかしながら、被保険者の減少や医療費の増加に伴い、被保険者１

人当たりの国民健康保険事業費納付金額については、令和元年度と比較して、約３，８００

円増額します。しかしながら、保険税を据え置くために、国民健康保険基金から２０，０００

千円の繰入れを考えてございます。これにつきましては、令和２年１月１６日に町のほう

から美浜町国民健康保険運営協議会のほうに諮問しております。その結果をもちまして、

この運営協議会のほうで２回協議した結果、今回、今年の税率については据え置くという

ふうな答申が出ております。

そこで、この税金が何で今年増加しているんかということなんですけれども、これ、あ

くまで予算書上の額でございまして、国保の会計は歳入歳出ぴったり合わせております。

まず、歳出幾ら要るかというのを全てはじき出して、その後で、どれだけの歳入、交付金

なり何なりが入ってくるかというのを勘定して、その差額について国保ということで仮に

ここで予算を組んでいるわけなんです。だから、この予算書上の国民健康保険税がこれだ

けぴったり入るというふうなんじゃなしに、税率で掛けておりますので、人数の増減とか

所得の増減、固定資産税によって税率変わりますので、今現在は確かにこの税が表面上は

３，６００千円増えてますけれども、これが必ずこれだけ増えるということではございま

せん。昨年と税率据え置いた場合にどうしても被保険者減るんで、実質は歳入減ってくる

ように思われます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） もう一度確認なんですけれども、今年度の保険税は据え置くとい

うことで、もう一度確認させていただけますか。
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○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 今年度、令和２年度の保険税は税率は据え置きます。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１６号 令和２年度美浜町国民

健康保険特別会計予算については、原案のとおり可決されました。

日程第２ 議案第１７号 令和２年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算についてを

議題とします。

本件について細部説明を求めます。上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） おはようございます。

議案第１７号 令和２年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算について細部説明を申

し上げます。

美浜町農業集落排水事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ７１，８２６千円で

ございます。対前年度比では１０１千円の増額、０．１４％の増加となってございます。

３ページ、第２表債務負担行為につきましては、公営企業会計適用支援業務に係る委託

料について、来年度必要となる金額を限度額としてお願いするものでございます。

４ページ、第３表地方債につきましては、公営企業会計適用支援業務委託に充当するも

ので、借入限度額などを定めるものでございます。

では、８ページの歳入よりご説明申し上げます。

農業費分担金は３２４千円で、新規加入分担金２件分を計上してございます。

処理施設使用料は４２，１１９千円で、対前年度比１，２５７千円の増額、３．０８％

の増加でございます。

農業集落排水設備手数料は、宅内排水設備工事検査手数料１０千円を見込んでございま

す。

繰入金は２７，３３９千円で、対前年度比３，１５５千円の減額、１０．３５％の減少

でございます。

下段からの預金利子は、科目設定として１千円を計上してございます。

１０ページの町債は、公営企業会計適用債２，０００千円で、公営企業会計の適用に向

けた支援業務に充当するものでございます。

財産収入は、基金利子として３３千円を見込んでございます。
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次に、１２ページからの歳出についてご説明申し上げます。

施設管理費でございます。人件費として、職員２名分の給料７，６１９千円、職員手当

等４，７９９千円、共済費２，１９０千円を計上してございます。

需用費は、消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費を含めまして１７，０１９

千円を計上してございます。

役務費は、通信運搬費、口座振替手数料、汚泥処理料等を含めまして５，２３９千円を

計上してございます。

委託料は、管理委託料６，０００千円、水質検査料２６３千円、管路清掃委託料３，６０８

千円、公営企業会計適用支援業務委託料２，０９０千円の合計１１，９６１千円を計上し

てございます。

使用料及び賃借料は、上下水道システムの機器使用料、入山・上田井地区の中継ポンプ

制御盤借地料、水道メーターの検針データ使用料を合わせて１，２０３千円を計上してご

ざいます。

備品購入費は６０千円を計上してございます。

負担金補助及び交付金は、退職手当負担金、処理施設設置補助等を含めて１，５２３千

円を計上してございます。

公課費は１，８０９千円で、公用車の車検による自動車重量税９千円と、消費税及び地

方消費税納付金１，８００千円でございます。

以上、施設管理費の合計は５３，４２２千円で、対前年度比２，５２７千円の増額、

４．９７％の増加となってございます。

１４ページの公債費は、元金１５，３２８千円と利子３，０４３千円の合計１８，３７１

千円を計上してございます。

基金積立金は３３千円を積み立てることとしています。

最後に、添付書類として給与費明細書、債務負担に関する調書、地方債に関する調書等

を添付してございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）
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○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１７号 令和２年度美浜町農業

集落排水事業特別会計予算については、原案のとおり可決されました。

日程第３ 議案第１８号 令和２年度美浜町公共下水道事業特別会計予算についてを議

題とします。

本件について細部説明を求めます。上下水道課長。

○上下水道課長（大江裕君） 議案第１８号 令和２年度美浜町公共下水道事業特別会計

予算について細部説明を申し上げます。

美浜町公共下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３２，２３５千円

でございます。対前年度比では１，４９３千円の増額、１．１４％の増加となってござい

ます。

３ページ、第２表債務負担行為につきましては、公営企業会計適用支援業務に係る委託

料について、来年度必要となる金額を限度額としてお願いするものでございます。

４ページ、第３表地方債につきましては、公営企業会計適用支援業務委託に充当するも

ので、借入限度額などを定めるものでございます。

では、８ページからの歳入からご説明申し上げます。

下水道事業費分担金は１６２千円で、新規加入分担金１件分を計上してございます。

下水道施設使用料は４３，０８０千円で、対前年度比１３５千円の増額、０．３１％の

増加でございます。

下水道費手数料は２９千円で、指定業者認定申請手数料等を計上してございます。

繰入金は８６，９５６千円で、対前年度比６３９千円の減額、０．７３％の減少でござ

います。

預金利子は、科目設定として１千円を計上してございます。

１０ページの町債は、公営企業会計適用債２，０００千円で、公営企業会計の適用に向

けた支援業務に充当するものでございます。

財産収入は、公共下水道事業基金の運用収入といたしまして、利子及び配当金で７千円

を計上してございます。

次に、１２ページからの歳出についてご説明申し上げます。

一般管理費でございます。人件費として、職員１名分の給料４，６５７千円、職員手当

等２，８０２千円、共済費１，４２４千円を計上してございます。

需用費は、消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費を含めまして１５，６３２

千円を計上してございます。

役務費は、通信運搬費、口座振替手数料、汚泥処理料等を含めまして３，３８６千円を

計上してございます。

委託料は、管理委託料で７，４５０千円、水質検査料で６１２千円、警備委託料で１１３

千円、管渠清掃委託料で４，４００千円、公営企業会計適用支援業務委託料２，０９０千

円の合計１４，６６５千円を計上してございます。
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使用料及び賃借料は、上下水道システムの機器使用料、中継ポンプの制御盤借地料、下

水道積算システム借上料、水道メーターの検針データ使用料を合わせて１，３６１千円を

計上してございます。

工事請負費は、管渠等の修繕が必要になった場合に備え１，６５０千円を計上してござ

います。

備品購入費は１００千円を計上してございます。

負担金補助及び交付金は、退職手当負担金、処理施設設置補助等を含めて１，１５６千

円を計上してございます。

公課費は、消費税及び地方消費税納付金６，０００千円でございます。

一般管理費の合計は５２，８３３千円で、対前年度比７５７千円の減額、１．４１％の

減少となってございます。

１４ページの公債費は、元金５８，５９２千円と利子２０，８０３千円の合計７９，３９５

千円を計上してございます。

基金積立金は７千円を積み立てることとしています。

最後に、添付資料として給与費明細書、債務負担に関する調書、地方債に関する調書等

を添付してございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１８号 令和２年度美浜町公共

下水道事業特別会計予算については、原案のとおり可決されました。

日程第４ 議案第１９号 令和２年度美浜町介護保険特別会計予算についてを議題とし

ます。

本件について細部説明を求めます。福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 議案第１９号 令和２年度美浜町介護保険特別会計予算

について細部説明を申し上げます。

美浜町介護保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億２０，９４３千円で、前

年度と比較いたしまして２，１４２千円、０．２６％の増でございます。効果的な介護予
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防事業の取組により、保険給付費の上昇が抑制されていることが要因と考えてございます。

また、昨年に引き続き低所得者保険料軽減を実施し、第１、第２、第３の所得段階に対し

て適用されています。

ではまず、歳入からご説明申し上げます。

６ページの第１号被保険者保険料につきましては１億５５，９５３千円を計上してござ

います、基準月額は５，８８０円です。このうち、特別徴収保険料は１億４７，２４６千

円、普通徴収保険料は８，６０７千円、滞納繰越分保険料として１００千円を計上してい

ます。督促手数料は１０千円です。

国庫負担金は１億３６，６０１千円で、前年度より３８４千円の増額となってございま

す。

国庫補助金は、調整交付金と地域支援事業交付金としては、介護予防・日常生活支援総

合事業と総合事業以外に係る２交付金がありまして、この合計額は６３，９７５千円であ

ります。前年度より２，３０７千円の増額でございます。

８ページ、支払基金交付金については、第２号被保険者の保険料分として、地域支援事

業分と合わせて、支払基金から２億１１，９０５千円の交付を見込んでいます。前年度よ

り２０３千円の増額となります。

県負担金は１億１０，４６９千円、前年度より３２５千円の増額でございます。

県補助金は３，７６３千円、前年度から２２１千円の減額でございます。

１０ページの財産運用収入は、介護給付費準備基金の利子４０千円です。

一般会計繰入金は、総額１億３８，２２０千円で、前年度より１，５０７千円の増額と

なってございます。介護給付費に係る法定率での繰入れと事務費繰入金、また、第１段階

から第３段階の方に対する保険料軽減措置に対する補塡分として、低所得者保険料軽減繰

入金を計上してございます。

１２ページの繰越金と諸収入につきましては、それぞれ科目設定です。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

１４ページ、総務費、総務管理費は３２，２４８千円、前年度より１，６２０千円の増

額です。報酬２４６千円は介護保険認定調査業務を行うパートタイムの会計年度任用職員

分で、給料８，０８６千円は職員２名とフルタイムの会計年度任用職員分、職員手当等は

４，０６４千円、共済費は２，１１９千円、旅費は８９千円、需用費は１，１３７千円、

役務費は郵便料、主治医意見書作成料などの必要経費２，９８６千円、委託料は介護保険

事業計画策定委託を含む３，５７３千円、使用料及び賃借料は介護事業所台帳管理システ

ムの年間プロダクト利用料の３３０千円、負担金補助及び交付金は御坊広域行政事務組合

への介護認定審査会費分担金など９，４８８千円、公課費は７千円でございます。

次に、保険給付に係る費用についてです。

１６ページからの、第２款保険給付費の総額は７億６０，２５０千円で、対前年比

２，１８０千円、０．２９％の増でございます。
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居宅介護サービス給付費３億９，８５２千円から始まり、２０ページの介護予防サービ

ス計画給付費２，６４９千円までが保険給付費の予算です。

１６ページの第１項介護サービス等諸費６億９６，３０８千円は、要介護の認定を受け

た方へのサービス費用で、デイサービスやヘルパーの利用、施設への入所費用等です。

１８ページの第３項その他諸費は、国保連合会への審査支払い手数料６２６千円です。

第４項高額介護サービス費１７，０１６千円は、自己負担分が一定額を超えた場合の還

付分です。

第５項高額医療合算介護サービス等費３，１２０千円は、介護保険の自己負担と後期高

齢者医療等、医療での自己負担額の合算額が一定額を超えた場合の還付分でございます。

第６項特定入所者介護サービス等費２６，７９８千円は、一定の資格により施設の利用

等の際の食費、居住費の自己負担が軽減されるものでございます。

２０ページの第７項介護予防サービス等諸費１６，３８２千円は、要支援の認定を受け

た方のサービス利用等に係る費用でございます。

２０ページ下段から２６ページまでの第４款地域支援事業費は、介護給付とは別に、美

浜町地域包括支援センターが実施する介護予防事業などに係る予算でございます。

第２項包括的支援事業・任意事業費３，５８４千円は、介護予防ケアマネジメント、総

合相談事業、権利擁護事業や家族介護支援事業などに係る費用でございます。

２４ページの第３項介護予防・生活支援サービス事業費２２，５２０千円は、保健医療

専門職が利用者の機能低下の状況に応じて短期間集中的に訪問型サービスや通所型サービ

スを行います。

２６ページの第４項一般介護予防事業費２，０３２千円は、介護予防普及啓発や地域介

護予防活動支援などに係る費用でございます。

第５項その他諸費６６千円は、国保連合会への介護予防・生活支援サービス事業費の審

査に対する手数料でございます。

基金積立金は、利子の積立てで４０千円、諸支出金は保険料の還付金２００千円、償還

金、還付加算金、延滞金は、それぞれ科目設定でございます。

なお、資料として給与費明細書を添付してございます。

以上で、細部説明を終わらせていただきます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。
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本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第１９号 令和２年度美浜町介護

保険特別会計予算については、原案のとおり可決されました。

日程第５ 議案第２０号 令和２年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

本件について細部説明を求めます。健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 議案第２０号 令和２年度美浜町後期高齢者医療特別会計

予算について細部説明を申し上げます。

美浜町後期高齢者医療特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億３２，７６３千円、

前年度と比較して１６，６９８千円の増額、率にして７．７３％の増となってございます。

広域連合へ納める納付金が増加したことが、主な要因でございます。

では、まず歳入からご説明申し上げます。

６ページの後期高齢者医療保険料につきましてご説明申し上げます。

後期高齢者医療制度は平成２０年度に創設され、保険料率については２年ごとに改定さ

れております。今年度は改定の年となってございます。

均等割額について、現行の４５，８１２円が５０，３０４円に４，４９２円の増額、所

得割率は現行８．８０％が９．５１％となり、０．７１％の増となります。また、軽減特

例の見直し、賦課限度額の見直し、保険料の軽減の拡充等も予定されています。

保険料は、今年度は被保険者数を１，４２４名と見込み、特別徴収保険料５０，９３７

千円、普通徴収保険料３２，９３８千円、滞納繰越分として７５千円の合計８３，９５０

千円を計上しています。前年度と比較して８，１３９千円の増額となってございます。

分担金及び負担金７９９千円は、美浜町が実施する人間ドック健診に対して広域連合か

ら交付されるものでございます。

督促手数料につきましては３千円を計上しています。

一般会計からの繰入金につきましては１億４７，８２５千円で、内訳は、事務費繰入金

１１，９２９千円、このうち広域連合に納める事務費として５，２２４千円、町の事務費

分として６，７０５千円を計上しています。

保険基盤安定繰入金は、低所得者等の保険料軽減分を公費で補塡するもので、３１，３４５

千円でございます。

療養給付費繰入金は、医療費の１２分の１に相当する１億４，５５１千円を計上してご

ざいます。

繰越金以下、１０ページの諸収入の雑入までは、それぞれ科目設定でございます。

償還金及び還付加算金は、昨年度と同額の１８０千円を計上してございます。

次に、歳出についてご説明申し上げます。

１２ページの総務費の一般管理費２億３２，５８３千円についてですが、職員の人件費
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は１名分で、給料２，３４５千円、職員手当等１，１２３千円、共済費６２２千円、需用

費は、消耗品費と印刷製本費の８１千円でございます。

役務費は８３８千円、委託料は電算処理委託料と人間ドック健診委託料、クラウド導入

による共同印刷委託業務の合計２，１５２千円でございます。

負担金補助及び交付金２億２５，４２２千円につきましては、退職手当負担金と和歌山

県後期高齢者医療広域連合への納付金でございます。

諸支出金の保険料還付金は１５０千円、還付加算金は３０千円を計上してございます。

なお、添付資料として給与費明細書を添付しています。

以上で、細部説明を終わらせていただきます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 先ほどの説明の中での、保険料のところ、ちょっと聞き漏らした

こともあるようなので、もう一度お願いしたいと思うんですけれども、２年ごとの改定で

４，５００円が５，３００円、そこの次の率についてというところをもう一度お願いした

いなと思います。

それから、個人の保険料が全体として、一人頭、１人当たりどういうふうになるのかと

いうことでお願いします。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） お答えします。

所得割の率についてですが、現行の８．８０％から９．５１％になります。１人当たり

の賦課額ですけれども、国保連合会の１２月の推計によりますと、１人当たりの決定賦課

額のほうが６０，０５７円という形になりまして、平成３０年度、令和元年度の５２，９２５

円、令和２年、３年度の６０，０５７円と比較しますと、１人当たり７，１３２円の増額

という形になります。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２０号 令和２年度美浜町後期

高齢者医療特別会計予算については、原案のとおり可決されました。

日程第６ 議案第２１号 令和２年度美浜町水道事業会計予算についてを議題とします。

本件について細部説明を求めます。上下水道課長。
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○上下水道課長（大江裕君） 議案第２１号 令和２年度美浜町水道事業会計予算につい

て細部説明を申し上げます。

初めに、１ページの業務の予定量でございますが、給水戸数３，７５０戸、年間総給水

量８１万６，０００㎥を見込み、１日平均給水量は２，２３０㎥を予定してございます。

年間総給水量については、令和元年度の実績及び予測に基づき計上してございます。給水

量については減少傾向でございます。

次に、収益的収支については、事業収益１億３１，５０１千円の予定で、対前年度比

５．４１％の減少でございます。

事業費用については１億２０，９８０千円の予定で、対前年度比９．３９％の減少でご

ざいます。

当年度の予定利益は、税抜きで６，６８０千円を見込んでございます。

次に、資本的収支については、資本的収入５１，６５５千円、資本的支出８４，１８８

千円の予定でございます。

なお、資本的収支の不足額３２，５３３千円については、過年度損益勘定留保資金

１１，４８３千円、当年度損益勘定留保資金１５，９９０千円と当年度分消費税資本的収

支調整額５，０６０千円をもって補塡するものでございます。

第５条は、今年度実施事業のうち起債を充当するものについて、借入限度額などを定め

てございます。

第６条は、一時借入金の限度額を３０，０００千円と定めてございます。

第７条は、予定支出の各項の金額の流用について、収益的支出のうち、第１項営業費用

と第２項営業外費用との間の流用ができることとしてございます。

第８条は、議会の議決を経なければ流用できない経費として、職員給与費２２，６８９

千円と定めてございます。

第９条は、棚卸資産の購入限度額として、量水器及び量水器ボックス、修繕材料費等で

２，２５７千円と定めてございます。

以上の予算の見積り基礎として、１１ページ、１２ページの収益的収入についてご説明

いたします。

営業収益は１億１７，７６０千円で、内訳は、水道使用料１億１３，８６１千円、メー

ター使用料３，６５１千円、その他の営業収益２４８千円でございます。

営業外収益は１３，７４１千円で、内訳は、受取利息２５９千円、長期前受金戻入

１１，８３３千円、雑収益１，６４９千円でございます。

次に、１３ページから１８ページの収益的支出についてご説明いたします。

営業費用は１億１２，１１８千円で、内訳としまして、原水及び浄水費は１７，１５６

千円で、対前年度比２，５５４千円の減額、１２．９６％の減少、主な支出は動力費

１０，４４８千円、薬品費３，７２９千円で、減額の要因は負担金の減少によるものでご

ざいます。
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配水及び給水費は６，２１５千円で、対前年度比９３５千円の減額、１３．０８％の減

少、支出は修繕費４，８９５千円、材料費１，３２０千円で、減額の要因は量水器取替え

個数の減少によるものでございます。総係費は３３，９７４千円で、対前年度比２０４千

円の増額、０．６０％の増加、主な支出は給料１２，３５２千円、手当５，２９３千円、

法定福利費５，０４４千円、委託料６，８３４千円でございます。

減価償却費は、有形固定資産５１，０７７千円と無形固定資産２，７９２千円の合計

５３，８６９千円を計上してございます。

資産減耗費は、固定資産除却費９０４千円を計上してございます。

営業外費用は８，３１１千円で、内訳は、支払利息及び企業債取扱諸費４，９６８千円、

消費税及び地方消費税３，３２３千円、雑支出２０千円でございます。

特別損失は５１千円、予備費は５００千円でございます。

次に、１９ページ、２０ページの資本的収入についてご説明いたします。

資本的収入は５１，６５５千円で、内訳については、分担金２７５千円、企業債

４５，０００千円、補償金６，３８０千円でございます。企業債は、建設改良費に充てる

ための借入れ、補償金は、配水管移設補償費となってございます。

次に、２１ページ、２２ページの資本的支出についてご説明いたします。

資本的支出は８４，１８８千円で、内訳につきましては、建設改良費５５，９３５千円、

企業債償還金２８，２５３千円でございます。建設改良費では、基幹管路の更新及び改修

と西川河川改修に伴う配水管移設に係る設計委託費を計上しています。

次に、２３ページ、２４ページは予定貸借対照表、２５ページ、２６ページは令和元年

度の予定貸借対照表、２７ページ、２８ページは令和元年度の予定損益計算書でございま

す。

２９ページ、３０ページは注記で、重要な会計方針等でございます。

３１ページは予定キャッシュ・フロー計算書で、資金期末残高は２億２３，０７３千円

を見込んでございます。

以後は、給与費明細書及び債務負担行為に関する調書でございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。
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○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２１号 令和２年度美浜町水道

事業会計予算については、原案のとおり可決されました。

しばらく休憩します。再開は１０時５分です。

午前九時五〇分休憩

―――・―――

午前十時〇五分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

日程第７ 議案第２２号 美浜町農業研修センターの指定管理者の指定についてを議題

とします。

本件について細部説明を求めます。産業建設課長。

○産業建設課長（河合恭生君） 議案第２２号 美浜町農業研修センターの指定管理者の

指定について細部説明を申し上げます。

美浜町農業研修センターの指定管理者である、紀州農業協同組合の指定が令和２年３月

３１日で終了いたします。

引き続き、同組合を令和２年４月１日から令和５年３月３１日までの３年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 研修センターの利用内容とか利用状況、教えていただけたらと思

います。

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。

○産業建設課長（河合恭生君） お答えいたします。

令和元年度２月現在の数字でございますけれども、２５回ここで農業者の方々の会議等

が開催されているところでございます。

例えば、キュウリ部会におきましてはこれまでの間７回、農業経営者協議会の皆様につ

いては９回、その他を合わせまして２５回、利用されているという施設でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。
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○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２２号 美浜町農業研修センタ

ーの指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

お諮りします。

日程第８ 議案第２３号 美浜町カナダミュージアムの指定管理者の指定について、日

程第９ 議案第２４号 美浜町アメリカ村ゲストハウスの指定管理者の指定について、日

程第１０ 議案第２５号 美浜町アメリカ村レストランの指定管理者の指定については、

同種の事件として一括議題に供したいと思いますが、ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、日程第８ 議案第２３号、日程

第９ 議案第２４号、日程第１０ 議案第２５号を一括議題とします。

３件について細部説明を求めます。防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） 議案第２３号 美浜町カナダミュージアムの指定管理者

の指定について、議案第２４号 美浜町アメリカ村ゲストハウスの指定管理者の指定につ

いて、議案第２５号 美浜町アメリカ村レストランの指定管理者の指定について一括して

細部説明を申し上げます。

議案第２３号 美浜町カナダミュージアムの指定管理者の指定については、美浜町カナ

ダミュージアムの指定管理者である特定非営利活動法人日ノ岬・アメリカ村の指定が令和

２年３月３１日で終了いたします。

引き続き同団体を、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

議案第２４号 美浜町アメリカ村ゲストハウスの指定管理者の指定については、美浜町

アメリカ村ゲストハウスの指定管理者である特定非営利活動法人日ノ岬・アメリカ村の指

定が令和２年３月３１日で終了いたします。

引き続き同団体を、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

議案第２５号 美浜町アメリカ村レストランの指定管理者の指定については、美浜町ア

メリカ村レストランの指定管理者である特定非営利活動法人日ノ岬・アメリカ村の指定が

令和２年３月３１日で終了いたします。

引き続き同団体を、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。
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○議長（谷重幸君） ３件一括して質疑を行います。４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 今年は国のお金といいますか、補助が切れてその指定管理見直す、

やるやらんの話になられた分、これが、指定管理またこれからするよということの把握の

仕方でいいですか。去年も指定管理をしておられて、今年も指定管理ということですもの

で、ちょっとその内容をやっている以上はずっと何年もするんでしょうけれども、毎年や

っていかれるんですかということです、指定管理を。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。

今のところは、毎年指定管理の議案を提出したいというふうに考えております。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） その時期については、どれぐらいを見越して毎年考えておられま

すか。チェック等見込みということで、毎年いろいろ考えることが出てくると思います。

来年はどうするんやとか再来年はどうするんやということも出てくると思います。ある程

度計画を立てて行動してチェックして見込みを出されるのは、これに関してはどんなもん

ですか。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） 時期といたしましては、当然、議案提出の時期というこ

とになります。ただ、それまでには日々の進捗、月例であったりというようなチェックも

かけていきますので、そこらも含めて指定管理をお願いするというようなことになると思

います。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから議案第２３号について討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） 続いて、議案第２４号について討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） 続いて、議案第２５号について討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから議案第２３号について採決します。この採決は、挙手によって行います。

議案第２３号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２３号 美浜町カナダミュージ

アムの指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第２４号について採決します。この採決は、挙手によって行います。

議案第２４号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。
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○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２４号 美浜町アメリカ村ゲス

トハウスの指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第２５号について採決します。この採決は、挙手によって行います。

議案第２５号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２５号 美浜町アメリカ村レス

トランの指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

お諮りします。

日程第１１ 議案第２６号 美浜町産品コーナーの指定管理者の指定について、日程第

１２ 議案第２７号 美浜町多目的室の指定管理者の指定については、同種の事件として

一括議題に供したいと思いますが、ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、日程第１１ 議案第２６号、日

程第１２ 議案第２７号を一括議題とします。

２件について細部説明を求めます。防災企画課長。

○防災企画課長（大星好史君） 議案第２６号 美浜町産品コーナーの指定管理者の指定

について、議案第２７号 美浜町多目的室の指定管理者の指定について一括して細部説明

を申し上げます。

議案第２６号 美浜町産品コーナーの指定管理者の指定については、美浜町産品コーナ

ーの指定管理者である一般社団法人煙樹の杜の指定が令和２年３月３１日で終了いたしま

す。

引き続き同団体を、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

議案第２７号 美浜町多目的室の指定管理者の指定については、美浜町多目的室の指定

管理者である一般社団法人煙樹の杜の指定が令和２年３月３１日で終了いたします。

引き続き同団体を、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間、指定管理

者に指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決をお願い

するものでございます。

以上で、細部説明を終わります。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） ２件一括して質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから議案第２６号について討論を行います。
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○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） 続いて、議案第２７号について討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから議案第２６号について採決します。この採決は、挙手によって行います。

議案第２６号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２６号 美浜町産品コーナーの

指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

続いて、議案第２７号について採決します。この採決は、挙手によって行います。

議案第２７号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、議案第２７号 美浜町多目的室の指定

管理者の指定については、原案のとおり可決されました。

日程第１３ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてを議題

とします。

本件、直ちに質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は、挙手によって行います。

人権擁護委員の推薦につき、原案を適任と認める方の挙手を求めます。

○議員 （挙手多数）

○議長（谷重幸君） 挙手多数です。したがって、諮問第１号 人権擁護委員の推薦につ

き意見を求めることについては、適任と認めることに決定しました。

しばらく休憩します。

午前十時二〇分休憩

―――・―――

午前十時二〇分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

日程第１４ 議員派遣の件についてを議題とします。

お諮りします。

議員派遣の件については、地方自治法第１００条１３項及び美浜町会議規則第１２８条

の規定によって、お手元に配付しています議員派遣の件のとおり決定することにご異議あ
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りませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、お手

元に配付しています議員派遣の件のとおり決定しました。

しばらく休憩します。

午前十時二十一分休憩

―――・―――

午前十時二十二分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

お諮りします。

ただいま各委員長から、委員会の閉会中の継続審査及び調査について申出書が提出され

ました。これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、委員会の閉会中の継続審査及び

調査についてを日程に追加し、追加日程第１５として議題とすることに決定しました。

追加日程第１５ 委員会の閉会中の継続審査及び調査についてを議題とします。

各委員長から、目下、委員会において審査及び調査中の事件について、会議規則第７５

条の規定によって、お手元に配りました申出書のとおり、閉会中の継続審査及び調査の申

出があります。

お諮りします。

各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査及び調査とすることにご異議ありませ

んか。

○議員 「異議なし」

○議長（谷重幸君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申出とおり、閉

会中の継続審査及び調査とすることに決定しました。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。

これで本日の会議を閉じます。

令和２年美浜町議会第１回定例会を閉会します。

午前十時二十三分閉会

お疲れさまでした。


